
重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者評価

自ら学び
自ら考え
る力の育
成

・自分で考え決定し、
主体的に遊び込む力
を育成する。

・全職員で子供の姿について共通理解を
図るとともに、子供が自ら考え遊び込む為
に必要な環境構成の工夫を行い、保育を
実践する。
・自分で考え決定し主体的に遊び込む姿に
繋がるための環境の構成について園内研
究会を年2回行い、職員全体で学び合い、
教職員の保育実践力を向上させる。

・週に1回前週の子供の姿を共有し指導計画を振り
返る。
・隔週１回短期指導計画及び戸外の環境構成につ
いて協議をし、子供の姿や課題について共通理解を
図る。
・戸外遊びの環境について環境構成図を作成し、子
供が遊び込むために必要な環境を整えると共に、実
際の子供の姿から環境を再構成する。
・子供が考え決定し主体的に遊び込む姿のエピソー
ド記録をもとに、学期に１回以上、カンファレンスを行
う。
・保護者アンケートの「子供は、幼稚園で自ら考え遊
び込んでいる」という評価項目の肯定的な評価を８
０％以上にする。

B

・隔週１回の短期指導計画及び戸外遊びの環
境構成図の話し合い、また週１回の子供の姿の
話し合いの際、その時の子供の様子や育ちに
ついて共通理解を図ることに努めた。また、その
際の意見交換から環境の再構成をすることがで
きた。引き続き、子供の姿の共有をしていくとと
もに、子供が自ら考え決定して行動するための
環境を作っていく必要がある。
・学期に１回以上、エピソードカンファレンスを行
い、子供が考え決定し主体的に遊び込む姿に
つながる環境構成や教師の援助について学ぶ
ことができた。
・保護者アンケートで８０％以上の肯定的な評
価を得ることができた。

・子供の姿を共通理解し、より
自ら考え決定する主体的な子
供が育つために必要な環境
の構成について日頃から意見
交換し、丁寧に環境の再構成
をして、よりよい環境づくりに
努めていく。

・保護者アンケートからも子供達が自ら考
え遊び込んでいるという項目に対して高
評価なので、幼稚園での取り組みの成果
が保護者にも伝わっていると思う。
・今後も友達と一緒に元気にあそぶ楽しさ
が感じられるような保育を進めてほしい。

直接体験
を通して
子どもが
心を動か
す保育の
推進

・市統一の教育課程
をもとに、一人一人が
感じ考え学びを深め
る事ができる保育を
行う。
・園の特色でもあるビ
オトープなどの園庭
の自然物を取り入れ
た保育を工夫する。

・学期ごとに市の教育課程に基づいて保育
を振り返る。
・年９回ビオトープ研修会を実施し、生き物
や自然に触れる直接体験の機会を作る。
また、研修内容を異年齢児に伝えたり遊び
の環境を作ったりする。
・生き物や自然を身近に感じることができる
ように、季節に応じて各クラスの保育室や
園庭環境を構成していく。

・学期に１回、教育課程を元に保育点検
を行う。
・年長児のビオトープ研修会を年９回実
施する。好きな遊びの中や異年齢児との
かかわりの中で、ビオトープについて異
年齢児に伝えたり知らせたりしていく。
・保護者アンケートの「子供は、ビオトー
プ研修会等の園庭の自然物に触れる機
会を通して、以前よりも自然環境に興味
を示すようになったと感じる」の肯定的な
評価を80％以上にする。

B

・学期に１回の教育課程の見直しを行うこ
とができなかった。
・年９回、ビオトープ研修で生き物や自然
に触れる経験をすることができた。研修を
受けた年長児は、翌日以降の好きな遊び
で異年齢児に学んだことを知らせる姿も自
然と見られた。また、クラスでもいろいろな
生き物や自然に興味関心が向くような環
境構成の工夫を行うことができた。今後
は、より各担任が意識して自然への目を向
け、子供が興味関心をもてるような工夫を
していく。
・アンケートで８０％以上の肯定的な評価を
得ることができた。

・次年度は、教育課程を学期
ごとに振り返り、日々の保育
実践に努めていく。
・職員で共通理解を図りなが
ら、生き物や自然を身近に感
じられるような環境を工夫して
いく。
・異年齢児にもっとビオトープ
について知らせたり、知ること
ができるような環境を準備した
りしていく。

・アンケート結果からするとA評価でも良
いのでは？
・小学校以降も主体的に課題に向かう力
は大切なので引き続き取り組んでもらい
たい。

子どもの
健やかな
体づくり

・日々の遊びの中で
楽しく運動遊びに取り
組む。
・園と家庭が連携を図
りながら､基本的生活
習慣の確立を目指
す。

・楽しんで体を動かすことができるよう、
日々の遊びの中で運動遊びや律動等に取
り組む。
・ほけんだよりやほけんの話、けんこうカレ
ンダー等を通して、基本的生活習慣につい
て啓発し、園と家庭が連携しながら基本的
生活習慣の確立につなげる。

・保護者アンケートの「幼稚園は、体力向上を目指し
て、楽しく運動遊びに取り組む機会をつくっている」
「幼稚園は、ほけんの話やけんこうカレンダー、ほけ
んだより等を通して、子供が基本的生活習慣を身に
付けられるように取り組んでいる」の肯定的な評価
が８０％以上になる。
・毎月ほけんだよりを配信し、保護者啓発を行う。
・ほけんの話を月１回行った後、継続した指導を行い
ながら、園と家庭が連携して基本的生活習慣につい
て取り組む。

A

・保護者アンケートで９０％以上の肯定的
な評価を得ることできた。
・ほけんだよりは毎月配信することができ
た。
・ほけんの話を月１回行うことができた。教
材を保健室前に掲示していたことで興味を
もち、遊んだり触れたりしながら学ぶ姿が
見られた。

・子供達が運動遊びを通して
体力向上できるように次年度
も継続して職員間で連携し共
通理解を図っていく。
・保護者や子供からの声を拾
い、実態に即した健康教育を
今後も続け、園と家庭が連携
しながら基本的生活習慣の確
立をめざしていく。

・広い園庭でのびのびと遊ばせることは大
切。時間、空間、仲間がそろって遊びも充
実する。今後も基本的生活習慣はもとよ
り運動遊びも大事にしてほしい。

特別支援
教育の推
進・充実

・個別指導計画を作
成し、実践、評価を進
めていく。
・組織的、計画的 な
インクル ーシブ教育・
保育の充実 に努め
る。

・個別の支援を必要とする幼児の情報
交換を細やかに行い、職員間で共通
理解を図り連携して支援を行う。
・担当者がインクルーシブ教育・保育
に関する研修会に積極的に参加し、職
員と共有する。
・あすぱるや療育施設、就学先小学校
等との連携を図る。

・年２回、個別指導計画の作成を行い子
供の育ちを保護者と共有する。
・子供の姿や課題について共通理解を
図るにじいろ保育会議を、第2木曜、第4
月曜に実施する。
・研修会参加後、自園の保育に活かせる
よう、研修報告をする。
・入園前の引継ぎや保育所等訪問事
業、小学校支援級の見学と引継ぎ、北中
ブロックコーディネーター担当者会等で
児童・幼児の情報交換をする。

A

・月2回担当者で会議をもち個々の育ちや
課題、必要な支援について共通理解をは
かりながらインクルーシブ教育に取り組む
ことができた。
・年２回にじいろ保育対象児の保護者に個
別指導計画の開示、個人懇談会を実施し
た。また、個の状況に応じてその都度保護
者と話し合う場を設定し共通理解を図りな
がら保育に取り組むことができた。

・にじいろ保育対象児が多数
在籍し、また課題も多様化し
ているので、引き続き、職員
間での共通理解、連携を密に
し、インクルーシブ教育に取り
組んでいく。
・保護者との連携も丁寧にお
こない、必要に応じて関係機
関との連携も密に図っていく。

・インクルーシブ教育は就学前教育の中
でも公立が先駆的に担い広めていくべき
だと思うので公私ともに学び合えると良
い。

人権教育
の推進・
充実

・自尊感情や他を思
いやる気持ちを育む
保育を実践する。

・保護者と連携して、
自尊感情の育成に取
り組む。

・日々の保育の中で、自尊感情が高まる
ように、一人一人を十分に認め、自分も
他者も大切にできるように子供達の気持
ちや考え、行動等を尊重した保育を実践
する。
・飼育物や畑の作物の栽培を通して生命
の大切さに気付き、愛情深く関わる経験
ができるよう保育を進める。
・人権意識が高まるように保護者と職員
が研修を通して学ぶ機会をもつ。

・保護者アンケートの「子供は自分を大
切にする気持ち（自尊感情）や他者を大
切にする気持ちを学んでいる」という評
価項目の肯定的な評価を７０％以上とす
る。
・自尊感情の育成について、保育の中で
工夫していることの情報交換を積極的に
行う。
・人権に対する園内研修、保護者研修を
年１回以上行う。

A

・保育の中で自分を大切にすることや友達を大切にで
きるよう、遊びや生活を通して自分の思いを伝えたり、
友達の思いを知ったりして、互いに思いやりの気持ち
をもって接することができるように取り組んできた。
・各学年で野菜の栽培を行ったり、昆虫が成虫になる
までを育てたり、ウサギが飼育しやすい環境を作ったり
したことで命の育みを経験できる機会をもうけた。
・人権研修に参加し、様々な考えや意見を出し合い、
教師の人権意識を深めることができた。また、各学年
の実態に応じた人権を考える学級懇談会を行い、保護
者とともに人権意識を高めることができた。
・アンケートでは肯定的な評価を９０％以上得ることが
できた。

・引き続き、自分の思いを伝え
ることや友達や周りの人への
思いやりの気持ちを育む保育
に努める。
・子供一人一人に寄り添うこと
ができるように、保護者や職
員の連携をより密にしていく。

・とても優しい心が育っていると思う。クラ
スの中でも互いの良いところをわかり合
い、出来ないこと困っていることに自然と
声かけや手助けが出来る子供に育ってい
る。

教
師
の
教
育
力
の
向
上

教職員研
修の充
実・人材
の育成

・質の高い教育活動
が行えるように個々
の教師の力を育成す
る。

・幼児理解を基盤とした保育、行事の
あり方や環境構成について話し合い
今年度の教育を進めていく。
・他園の研究会に参加し、主体的に遊
び込む子供（自分で考え決定して行動
する子供）を育む保育について学ぶ。
・教師それぞれが自己目標を設定し、
個々の課題に向かって研修会に参加
するなどして、専門知識を深めながら
資質向上に努める。

・研究テーマに沿った日々の保育、行事
のあり方、取り組み方について協議を深
め共通理解の元保育を進める。
・共同研究園との研修会を実施し「自分
で考え決定して行動するための環境の
構成」についての学びを深める。
・個々の職員の課題や目標に応じた幼
児教育センター主催の研修会や幼児教
育の専門性を高めることができる研修に
参加し、得た学びを職員会議で共有する
場をもつ。

B

・アンケートでは肯定的な評価を９０％以上
得ることができた。
・共同研究園の職員と共に「自分で考え決
定して行動するための環境構成」の視点
から学び会うことが出来た。
・特別支援教育の視点に沿った園独自の
研修会を３回実施し、自園の支援体制や
個別の支援について深く学び合う事が出
来た。
・特別支援の研修会は市内の公私立就学
前施設の職員との資質向上にもつながっ
た。

・園内での保育の語り合い
や研修会については、ねら
いを絞った内容にすること
で、一人一人が学ぶ姿勢
をもち、即日常の保育に活
かすことが出来るようにす
る。

・とても多くの研修会に自ら参加し、学び
合うという精神が読み取れる。これからも
日々精進してほしい。

安全管理

・様々な感染症対策
に努め､安心安全な
幼稚園生活が過ごせ
るよう努める。
・危機管理体制の整
備を進める。
・安全指導を進めて
いく。

・感染症等の状況把握を行い、関係機関と
連携を取りながら、感染対策を行う。
・園舎内や園庭、遊具等に危険箇所がな
いか点検し、危険箇所の修繕や撤去等を
適宜行う。
・避難訓練や不審者対応、交通マナー等
の指導を定期的に実施する。

・保護者アンケートの「幼稚園は、様々な
感染症対策を行い、子供が安心、安全
に過ごせるよう努めている」の肯定的な
評価が80％以上になる。
・日々感染対策を行うとともに、感染症等
の状況把握及び必要に応じた情報提供
を行う。
・月１回安全点検を行う。
・避難訓練を年３回、防災訓練を年１回
行う。

A

・アンケートでは肯定的な評価を８０％以上
得ることができた。
・園だけでなく地域の感染症などの状況把
握に務め、教師間で情報共有したり、必要
に応じて保護者に情報提供を行ったりする
ことができた。
・月１回の安全点検や日々の中でその都
度安全に過ごせるように職員間で情報共
有を行うことができた。
・避難訓練、防災訓練を行うことで見えた
課題を考える機会をもつことができた。

・引き続き、地域の感染症な
どの状況把握に努め、適切な
感染症対策を行う。
・安全に生活できるよう今後も
安全点検及び修繕や撤去等
を行う。
・今後も避難訓練、防災訓練
での課題や成果をもとに、関
係機関と連携しながら、全職
員が責任をもって行動できる
ようにする。

・日頃より子供達の安全安心に繋がる対
策をしてくださっている。おかげで感染症
が広がらず元気に過ごせている。
・訓練は大切なのでこれからも定期的に
実施してほしい。

学校園情
報の積極
的な発信

・保護者への情報発
信を工夫し、園教育
への理解を図る。

・ホームページ等を通してタイムリーに発信
する。
・クラスだよりを月１回発行したり、ホーム
ページ、Googleによる動画配信を月３回以
上アップすることで、園教育の可視化を図
る。

・月１回保育参観等、保育の公開を行
う。
・えんだより、クラスだより等を月１回発
行、ホームページ、Googleによる動画配
信を月３回以上更新する。
・保護者アンケートの「幼稚園は、写真掲
示やGoogleの動画配信、ホームページ
な等を通じて、園での教育内容について
視覚的に分かりやすい情報として発信し
ている」の肯定的な評価を８０％以上に

する。

A

・ホームページ及びGoogleによる動画
配信を月３回以上アップすることがで
きた。特に動画配信では、タイムリー
に子供の様子を伝えることができた。
・またクラスだよりを配信することで、
保護者が閲覧しやすくなり、可視化に
つながった。
・保護者アンケートで８０％以上の肯
定的な評価を得ることができた。

・今後もクラスだよりや
Googleなどを通じて、タイ
ムリーに子供の様子を伝
え、保護者との信頼関係の
構築に努め、理解、協力が
得られるように取り組んで
いく。

・先生達の作業負担もあるが、保護者が
求める事も時代とともに変化しているの
で、動画配信などは喜んでおられると思
う。

子育て
支援

・預かり保育の充実を
図り、子育て支援に
努める。

・「預かり保育」利用者増加に伴い、より安
全管理に努め、子供が安心安全に過ごせ
るよう環境や活動内容を工夫する。
・子供の様子や健康状態等職員間の連携
を図ると共に、保護者との連携も密にし、
子育て支援の充実に努める。
・子育て支援センター主催の「みんなのひ
ろば」　を実施し、支援員と連携を図り未就
園児と保護者の様子等について職員間で
情報を共有する。

・保護者アンケートの「幼稚園は、預
かり保育の充実を図り、保護者が安
心して子育てができるよう努めてい
る」の肯定的な評価を８０％以上に
する。
・園生活での子供の様子や、保護者
から得た情報などを担任と預かり担
当で共有する場をもつ。
・子育て支援センター主催の「みんな
のひろば」を年9回実施する。

A

・預かり保育の利用が増え、保護者のニーズ
に応えるように努めてきたことで、90％以上
の肯定的な評価を得る事ができた。子育て
支援の充実につながっていると考える。
・子育て支援課主催の「みんなのひろば」は
年９回実施することができた。伊丹幼稚園で
は毎回たくさんの参加者があった。未就園児
との自然な交流を図ることができ、保護者が
安心して子供と過ごせる場となっていた。ま
た、保護者が入園前に幼稚園の様子を知っ
たり、園の教育について、話を聞いたりできる
機会となっていた。

・預かり保育の利用者が増える
ことで子供の安全確保、保護者
対応、事務作業の増加などの
状況を共通理解し引き続き全
職員での協力体制を図ってい
く。
・就園前に園の様子や教育に
ついて知りたい未就園児保護
者の要望に対応できるよう、引
き続き「みんなのひろば」の職
員との連携を図りながら、子供
の様子を把握しておく。

・預かり保育も定着し利用者が多いと聞
いている。家に帰ってから友達と遊ぶとい
う経験も少ないので、そういった面からも
貴重な時間になっている。
・就学前の親子はなかなか相談する機会
が無いと思うので来園したときなどに声を
かけ、機会を捉えて親子の様子が知れる
といいと思う。

組
織
運
営

業
務
改
善

業務改善

・園務分掌を責任を
もって遂行し、業務改
善への意識をもつ。

・常に見通しを持ち、月ごとの園務日
程では、全職員で点検し、職員会議や
職員作業等を行う。
・計画に無理がある場合には、適時修
正を行い業務遂行に支障が無いよう
にする。
・園務担当者が予め資料を配付したり
意見を集約することで会議時間の短縮
や精選を行う。
・個別に見通しを立て優先順位を考
え、計画的に業務を行い超過勤務削
減についての意識を高める。

・環境整備安全点検は日頃より気づ
いたところを全職員で行い効率よく
業務を遂行できるようにする。
・事前に会議内容と時間を共通理解
することで会議時間の短縮を行う。
・前月の記録簿を元に今月の目標を
定め、月１回の定時退勤日およびマ
イ定時退勤日を守る。

A

・普段から職員体制の中に子供の様子や
気づきを伝え合う風土が根付いているの
で、あえて職員会議の時間を設けなくても
日々の様子の共通理解が出来ている。
・全職員で協議が必要な内容については
事前に提案や資料配付を行い、限られた
時間内で終える事が出来るように職員一
人一人が意識するようになった。
・休みたい時に休める体制、超過勤務の
削減についてはかなり遂行できていると評
価できる。ただし、個人によっては依然持
ち帰りがあることが課題である。

・今年度実践してきたことに関
しては、次年度も引き続き実
行していく。
・仕事量の偏りに関しては、他
の職員でカバー出来る事を割
り振ったり早めに取り組む意
識が必要.。
・持ち帰りの仕事に関しては
内容を再検討し、就業時間内
にやりきる方法を探る必要が
ある。

・日々働き方改革と言われている。幼
稚園の先生はとても丁寧に子供の姿
を読み取り、環境構成に時間をかけ
ておられる。事務仕事も多くあるよう
なので、来年度も引き続き取り組んで
もらいたい。

令和6年度　学校評価総括表　　                                                                                                                                                              伊丹市立伊丹幼稚園                                                                                                   

重点目標

教育目標 心豊かにたくましく生きる子供の育成

豊
か
な
心
･
健
や
か
な
体
の
育
成

１　一人一人に応じた環境を構成し、個性を生かす保育を実践する。　　　　　２　友達と共に伸びようとする仲間づくりを進める。
３　健やかな心と体づくりを進める。                                             　　　　４　家庭・地域社会との連携を図り、地域に開かれた幼稚園づくりを推進する。

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

・引き続き子供がいきいきと遊び込む事が出来るよう取り組んでほしい。
・生活習慣面など保護者の意識と協力が必要な事もたくさんあるので、引き続き保護者支援や保護者へのアピールもしていかれたら良いと思う。

項目

確
か
な
学
力
の
向
上

・子供達一人ひとりの様子をよく観察し、職員一同共通理解の元、保育にあたっている。
・研究テーマにもある、自分で考え決定し遊び込む子供の育成に取り組み成果が出ている。

開
か
れ
た
・
信
頼
さ
れ
る
園
づ
く
り


